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平
成
八
年
度
に
町
営
と
な
っ
た
灘

黒
岩
水
仙
郷
は
、
灘
沼
島
観
光
ふ
る

さ
と
会
が
そ
の
運
営
管
理
に
携
わ
り
、

水
仙
ま
つ
り
の
期
間
中
様
々
な
催
し

を
行
い
、
集
客
数
の
拡
大
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。
彼
ら
の
頑
張
り
の
お
陰

で
年
々
入
園
者
が
増
え
、
平
成
十
四

年
度
に
は
延
べ
五
十
万
人
を
突
破
し

ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度
か
ら
は
灘
黒
岩
町

内
会
が
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
、
ふ

る
さ
と
会
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
経
験

と
実
績
を
充
分
に
活
か
し
な
が
ら
、

水
仙
郷
を
よ
り
立
派
な
も
の
に
し
よ

う
と
意
気
込
ん
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。し

か
し
、
何
分
初
め
て
の
こ
と
で

あ
り
、
頭
を
悩
ま
せ
る
こ
と
も
多
い

よ
う
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し

て
、
ど
ん
な

う
ど
ん

を
提
供
す

る
の
が
よ
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
随
分
苦
労
し
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
な
か
な
か
決
定
で
き
ず
に
日

に
ち
が
経
ち
、
う
ま
く
運
営
で
き
る

の
か
ど
う
か
心
配
で
あ
り
ま
し
た
。

決
定
す
る
ま
で
の
間
、
関
係
者
み
ん

な
が
寄
っ
て
色
々
研
究
し
て
い
る
姿

に
何
度
か
接
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
が
、
み
ん
な
の

何
と
か
し
な
け

れ
ば

も
っ
と
お
い
し
い
う
ど
ん

が
で
き
な
い
か

と
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
る
そ
の
姿
勢
が
本
当
に
美
し

く
見
え
た
も
の
で
す
。

開
園
数
日
前
に
な
り
、
よ
う
や
く

決
ま
っ
た

水
仙
う
ど
ん

の
試
食

を
お
願
い
さ
れ
食
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、

実
に
お
い
し
く
、
よ
く
こ
こ
ま
で
仕

上
が
っ
た
な
と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

た
か
が
う
ど
ん

さ
れ
ど
う
ど

ん

簡
単
に
見
え
て
、
な
か
な
か

む
つ
か
し
い
も
の
で
す
。

当
町
に
は
温
浴
施
設
が
あ
り
ま
す
。

お
陰
様
で

温
泉
は
島
内
一
だ

と

い
う
好
評
を
得
て
、
日
を
増
す
ご
と

に
利
用
客
も
増
え
て
き
て
い
る
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
諸
般
の
事
情
で
あ

ろ
う
が
、
当
施
設
の
う
ど
ん
は
既
製

品
を
使
っ
て
い
る
た
め
か
、
私
に
は

う
ま
い
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

更
な
る
自
助
努
力
を
願
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

最
近
の
食
材
は
何
で
も
す
ぐ
に
調

達
で
き
る
が
、
心
の
こ
も
っ
た
料
理

に
出
合
う
こ
と
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

景
気
が
悪
く
、
店
が
は
や
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
人
が
多
い
が
、
そ
の

人
た
ち
は
、
は
や
ら
な
い
理
由
を
真

に
求
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
う

こ
と
が
し
ば
し
ば
で
す
。

私
は
、
人
を
も
て
な
す
心
が
人
を

呼
び
発
展
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

う
ど
ん
一
つ
で
も
、
こ
れ
で
も
か
、

こ
れ
で
も
か
と
挑
戦
し
、

お
い
し

い
！

と
客
を
う
な
ら
せ
た
と
き
、

初
め
て
す
べ
て
の
満
足
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
県
横
手
市
で
は
、
静
岡
市
と

共
に
手
を
組
ん
で
、
焼
き
そ
ば
で
町

お
こ
し
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い

う
記
事
を
目
に
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
町
で
は
材
料
が
あ
り
す

ぎ
て
、
目
移
り
し
過
ぎ
て
、
こ
だ
わ

り
が
足
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

人
が
、
客
が
、
ど
う
す
れ
ば
喜
ぶ

の
か
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
、
今
一
度
、
真
剣
に
考
え

る
べ
き
と
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
度
、
水
仙
郷
の

水
仙
う
ど
ん

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

そ
し
て
、
来
年
も
う
ど
ん
の
味
を

楽
し
み
に
大
勢
の
来
園
を
願
う
次
第

で
あ
り
ま
す
。

昭和 年頃、中山峠から
。淡路島では最長の直

線国道であった（国道 号）。



野口計彦さん（左）と江本實さん（右）

櫻木雅晴さんご夫妻（手前）と森町長（後）

受賞者の皆さん
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故
櫻
木
光
雄
さ
ん
（
賀
集
）
が
旭

日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
、
一
月
二
十

一
日
、
役
場
応
接
室
に
お
い
て
、
森

町
長
か
ら
故
櫻
木
さ
ん
の
ご
子
息
櫻

木
雅
晴
さ
ん
（
賀
集
）
に
章
の
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

故
櫻
木
光
雄
さ
ん
は
、
昭
和
三
十

年
七
月
に
南
淡
町
議
会
議
員
に
初
当

選
以
来
、
昭
和
四
十
二
年
七
月
ま
で

の
三
期
十
二
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

優
れ
た
感
覚
と
豊
富
な
知
識
・
経
験

を
活
か
し
て
、
地
域
住
民
の
福
祉
向

上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
南
淡
町
議
会
議
長
、
総

務
常
任
委
員
長
と
し
て
議
会
の
円
滑

な
運
営
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、

雇
用
促
進
対
策
と
し
て
工
場
の
誘
致
、

三
原
郡
開
発
事
業
団
の
設
置
や
南
淡

路
国
民
休
暇
村
の
誘
致
な
ど
を
行
い
、

町
の
商
工
観
光
、
産
業
の
発
展
及
び

福
祉
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
神
戸
市
内
に
神
戸
三
原
郡

寮
の
建
設
を
行
い
、
京
阪
神
で
通

勤
・
通
学
す
る
三
原
郡
出
身
者
の
生

活
安
定
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

一
月
十
一
日
、
南
淡
路
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
で
、
各
種
大
会
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
個
人
十
九
名
と
一
団
体

に
、
平
成
十
五
年
度
南
淡
町
体
育
功

労
表
彰
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

柔
道
・
九

以
下
級

奈
木
佑
次
（
南
淡
柔
道
ク
ラ
ブ
）

軟
式
野
球

南
淡
中
学
校
野
球
部

陸
上
競
技
・
走
幅
跳

前
田
恭
宏
（
賀
集
小
学
校
）

西
庄
克
哉
（
北
阿
万
小
学
校
）

陸
上
競
技
・
八

ハ
ー
ド
ル

落
合
帝
将
（
賀
集
小
学
校
）

坂
本
皓
平
（
北
阿
万
小
学
校
）

以
頭
朋
子
（
北
阿
万
小
学
校
）

陸
上
競
技
・
五
年
一

酒
林
弘
樹
（
福
良
小
学
校
）

陸
上
競
技
・
五
年
八

上
野
芽
依
（
北
阿
万
小
学
校
）

陸
上
競
技
・
八

江
本
敏
彰
（
南
淡
中
学
校
）

相
撲
・
四
年
生
個
人

森
本
竜
司
（
福
良
小
学
校
）

水
泳
・
一
年
五

自
由
形

宅
間
敬
晃
（
南
淡
中
学
校
）

卓
球
・
個
人

坂
恵
祥
行
（
南
淡
中
学
校
）

小
山
田

南
（
南
淡
中
学
校
）

山
岳

倉
本
一
喜
・
大
石
裕
之
・
斎
藤
直
幸

（
三
原
高
校
）

ボ
ー
ト
競
技

阿
部

進
（
洲
本
実
業
高
校
）

柔
道
・
六

以
下
級
・
団
体

片
山
雄
一
朗
（
御
影
工
業
高
校
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

数
矢

守（
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
）

第
四
十
一
回
淡
路
農
林
水
産
祭
が

一
月
十
五
日
、
伊
弉
諾
神
宮
で
開
か

れ
ま
し
た
。
そ
の
席
上
で
、

農
林

水
産
功
労
者
等
表
彰
式

が
行
わ
れ
、

野
口
計
彦
さ
ん
（
賀
集
）
と
江
本
實

さ
ん
（
阿
万
）
が
功
労
者
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

野
口
さ
ん
は
、
水
稲
・
白
菜
・
玉

葱
な
ど
三
毛
作
体
系
の
農
業
を
営
み

な
が
ら
、
昭
和
四
十
八
年
農
業
法
人

高
萩
農
業
会

を
設
立
し
、
三
十

年
の
長
き
に
わ
た
り
専
任
役
員
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
農
作
物

の
安
定
出
荷
や
遊
休
農
地
の
解
消
な

ど
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

江
本
さ
ん
は
、
平
成
十
一
年
四
月

に
阿
万
財
産
区
議
長
に
就
任
、
平
成

十
二
年
九
月
か
ら
平
成
十
五
年
九
月

ま
で
兵
庫
県
公
団
造
林
推
進
協
議
会

理
事
、
同
洲
本
支
部
長
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
間
、
諭
鶴
羽
山
系
の

植
林
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
淡

路
の
水
源
林
造
成
に
大
き
な
功
績
を

残
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
祭
で
は

農
林
水
産
物

等
コ
ン
ク
ー
ル
褒
章
授
与
式

も
行

わ
れ
、
暮
ら
し
の
ア
イ
デ
ア
展
の
部

で
、

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
受
賞
者
は
次
の
方
々

で
す
。（
敬
称
略
）

【
果
樹
立
木
の
部
】

銀
賞

原
田
富
美
男
（

灘

）

東
田

武
義
（

灘

）

銅
賞

増
野

修
博
（

灘

）

山
中

正
男
（

灘

）

【
花
き
立
毛
の
部
】

銀
賞

西
口

澄
彦
（

灘

）

銅
賞

池
田

隆
志
（

灘

）

【
野
菜
立
毛
の
部
】

銅
賞

坂
本

和
穂
（
北
阿
万
）

【
乳
質
改
善
の
部
】

銅
賞

木
田

有
（
北
阿
万
）

【
暮
ら
し
の
ア
イ
デ
ア
展
の
部
】

銅
賞

江
本

房
加
（

灘

）
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現
在
、
日
本
各
地
で
小
さ
な
地
震

が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
南
淡
町
で
は

約
五
十
年
前
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
南
海
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
て
お
り
、
昨
年
十
二
月
、
国
か
ら

東
南
海
・
南
海
地
震
防
災
対
策
推

進
地
域

の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

実
際
、
デ
ー
タ
で
み
る
と
、
地
震

が
今
後
三
十
年
以
内
に
起
る
確
率
は

四

％
、
五
十
年
以
内
で
は
八

九

％
に
も
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
地

震
は
い
つ
起
っ
て
も
お
か
し
く
な
い

状
況
な
の
で
す
。

ま
だ
大
丈
夫
だ
ろ
う

と
思
っ

て
い
る
あ
な
た
、
も
し
か
し
た
ら
明

日
地
震
が
起
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

地
震
津
波
が
い
き
な
り
来
た
ら
ど
う

し
ま
す
か
？
実
際
何
が
で
き
ま
す

か
？

と
う
と
う
来
た
、
ど
う
し
よ

う

な
ん
て
考
え
て
い
る
余
裕
は
あ

り
ま
せ
ん
。

い
ざ
と
い
う
時
あ
な
た
の
命
を
守

る
の
は
、
あ
な
た
自
身
で
す
。
今
か

ら
地
震
の
心
構
え
を
し
、
災
害
に
強

い
こ
こ
ろ
・
ひ
と
・
も
の
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

あ
り
が
と
う

心
か
ら
・
ひ
ょ

う
ご
か
ら

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
平

成
十
八
年
に
開
催
さ
れ
る
第
六
十
一

回
国
民
体
育
大
会

の
じ
ぎ
く
兵
庫

国
体

ま
で
、
あ
と
二
年
八
ヵ
月
。

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体

が
正
式

決
定
し
た
の
は
昨
年
七
月
八
日
。
兵

庫
県
で
の
国
体
開
催
は
、
一
九
五
六

年
の
第
十
一
回
大
会
以
来
実
に
五
十

年
ぶ
り
。
国
体
改
革
に
関
連
し
て
、

県
が
要
望
し
て
い
た
夏
季
・
秋
季
大

会
の
会
期
一
本
化
が
今
回
か
ら
実
施

さ
れ
る
の
を
は
じ
め
、
基
本
的
な
取

り
組
み
姿
勢
と
し
て

震
災
復
興
か

ら
の
感
謝
を
表
す
国
体

県
民
総

参
加
の
国
体

簡
素
な
中
に
も
活

発
で
充
実
し
た
新
し
い
国
体

の
三

本
柱
を
掲
げ
て
お
り
、
話
題
性
の
あ

る
国
体
と
し
て
、
そ
の
運
営
手
法
が

各
地
の
体
育
関
係
者
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

昨
年
十
二
月
十
九
日
に
開
か
れ
た

日
本
体
育
協
会
国
体
委
員
会
で
競
技

別
の
会
期
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

会
期
は
、
平
成
十
八
年
九
月
三
十

日
か
ら
十
月
十
日
ま
で
の
十
一
日
間
。

県
内
全
八
十
八
市
町
で
正
式
競
技

（
三
十
七
競
技
）、
公
開
競
技
（
三

競
技
）、
デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
（
三
十
九
行

事
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

複
数
競
技
を
開
催
す
る
自
治
体
の

負
担
軽
減
、
施
設
の
有
効
活
用
、
宿

泊
受
入
態
勢
な
ど
を
考
慮
し
て
日
程

調
整
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
初
日
の
九
月
三
十
日
は
、
ユ

ニ
バ
ー
記
念
競
技
場
（
神
戸
市
須
磨

区
）
で
総
合
開
会
式
だ
け
が
行
わ
れ

ま
す
。
競
技
は
、
翌
十
月
一
日
、
南

淡
町
文
化
体
育
館

元
気
の
森
ホ
ー

ル

で
の
相
撲
競
技
な
ど
各
地
で
熱

戦
の
火
蓋
が
切
ら
れ
ま
す
。

最
終
日
の
十
月
十
日
は
、
陸
上
、

ホ
ッ
ケ
ー
、
卓
球
な
ど
六
競
技
で
決

勝
戦
が
行
わ
れ
た
後
、
ユ
ニ
バ
ー
記

念
競
技
場
で
の
閉
会
式
で
、
十
一
日

間
に
わ
た
っ
た

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国

体

の
幕
を
閉
じ
ま
す
。

こ
の
決
定
を
ふ
ま
え
、
今
後
も
開

催
気
運
の
一
層
の
盛
り
上
げ
を
図
る

と
と
も
に
、
町
民
総
参
加
で
南
淡
町

ら
し
さ
が
あ
ふ
れ
た
国
体
と
な
る
よ

う
、
鋭
意
開
催
準
備
を
進
め
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。



力
い
っ
ぱ
い
走
り
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た

第
四
十
六
回
南
淡
町
駅
伝
競
走
大
会
が
、
一
月
十
八
日
、
南
淡
中
学
校
を

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

阿
万
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
（

時
間

分

秒
）

福
良
少
年
野
球
ク
ラ

ブ

南
淡
路
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

北
阿
万
小
（

時
間

分

秒
）

阿
万
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

南
中
サ
ッ
カ
ー
部

（

時
間

分

秒
）

南
中
野
球
部

南
中

サ
ッ
カ
ー
部
三
年

南
中
女
子
陸
上
部
（

時
間

分

秒
）

南
中
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部

南
中
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

賀
集
（

時
間

分

秒
）

福
良

阿
万時

間

分

秒
）
南

淡
学
園
阿
万
連
合
組

賀
集
御
陵

西
脇
工
業
高
校（

分

秒
）
洲

本
実
業
高
校

洲
本
高
校

如
水
館
高
校（

時
間

分

秒
）

須
磨
友
が
丘
高
校

洲
本
実
業
高
校

一
区

出
田

琢
斗（
阿
万
少
年
野
球
）

二
区

鈴
木

一
博（
南
淡
路
サ
ッ
カ
ー
）

三
区

阿
部

則
人（
阿
万
少
年
野
球
）

四
区

阿
部

将
也（
南
淡
路
サ
ッ
カ
ー
）

五
区

末
広

彬
人（
南
淡
路
サ
ッ
カ
ー
）

六
区

白
瀬

幹
雄（

）

七
区

中
川

直
人（
阿
万
少
年
野
球
）

八
区

沼
田

優
樹（
阿
万
少
年
野
球
）

九
区

木
本

裕
也（
南
淡
路
サ
ッ
カ
ー
）

十
区

黒
田

圭
治（
福
良
少
年
野
球
）

一
区

上
野

芽
依（
北
阿
万
小

）

二
区

木
下

恵
理（
北
阿
万
小

）

三
区

高
田

恭
子（
北
阿
万
小

）

四
区

鈴
木

絢
葉（
阿
万
少
女

）

五
区

萩
原
さ
ゆ
り（
北
阿
万
小

）

六
区

勝
浦

穂（
北
阿
万
小

）

七
区

山
口

明
希（
北
阿
万
小

）

八
区

森
本

夏
巳（
阿
万
少
女

）

九
区

仲
山

緑（
北
阿
万
小

）

十
区

清
水
香
菜
子（
阿
万
少
女

）

一
区

斎
藤

圭
佑（
サ
ッ
カ
ー
部
三
年
）

二
区

中
元

伸
明（
サ
ッ
カ
ー
部

）

榎
本

將
人（
野
球
部

）

三
区

谷
間

由
登（
サ
ッ
カ
ー
部

）

四
区

西
山

秀
治（
バ
ス
ケ
部

）

五
区

仲
山

達
也（
野
球
部

）

六
区

平
野

雅
大（
サ
ッ
カ
ー
部

）

七
区

榎
本

紀
哉（
野
球
部

）

八
区

柳

亮
佑（
サ
ッ
カ
ー
部
三
年
）

一
区

飛
松
あ
か
ね（
女
子
バ
ス
ケ
部
）

二
区

下
川

舞（
女
子
バ
ス
ケ
部
）

三
区

深
江
有
里
絵（
女
子
バ
ス
ケ
部
）

四
区

土
井

美
香（
女
子
陸
上
部
）

五
区

奥
野
楠
菜
予（
女
子
陸
上
部
）

六
区

金
谷

弥
重（
女
子
陸
上
部
）

七
区

山
形

絢
耶（
女
子
バ
ス
ケ
部
）

八
区

松
本

奈
（々
女
子
陸
上
部
）

九
区

浜
口
奈
津
子（
女
子
バ
ス
ケ
部
）

十
区

東

円
恵（
女
子
陸
上
部
）

一
区

東

卓
志（
福
良
）

二
区

並
木

慶
彰（
福
良
）

三
区

巻
山

祐
治（
福
良
）

四
区

北
川

昌
史（
賀
集
）

五
区

刑
部

英
明（
賀
集
）

六
区

川
添

史
朗（
賀
集
）

七
区

岡
本

治
樹（
福
良
）

八
区

平
野

隆
俊（
賀
集
）

一
区

岸
上

直
生（

）

二
区

井
上

秀
樹（

）

三
区

加
野

陽
三（
賀
集
御
陵
）

四
区

芝

純
平（

）

五
区

西
郷

秀
治（

）

六
区

児
島

秀
樹（

）

七
区

初
田

聡（

）

八
区

阿
部

寛
央（

）

一
区

大
寺

雅
則（
西
脇
工
業
）

二
区

水
野

裕
貴（
西
脇
工
業
）

三
区

伊
藤

善
之（
西
脇
工
業
）

四
区

戸
田

康
太（
西
脇
工
業
）

五
区

貝
阪

健（
西
脇
工
業
）

一
区

神
野

愛（
須
磨
友
が
丘
）

二
区

池
田

沙
月（
如
水
館
）

三
区

石
橋

雅
子（
須
磨
友
が
丘
）

高
本

真
希（
如
水
館
）

四
区

岡

美
希（
須
磨
友
が
丘
）

五
区

林

亜
希（
如
水
館
）

県道うずしおライン（福良派出所前 鳴門岬）
規制時間 午前 時 分 午後 時まで

県道大見山吹上線（福良派出所前 大見山々頂）
規制時間 午前 時 約 時間

大会当日はマラソンコース全線が完全通行止とな
りますので、ご協力をお願いします。
大会当日はマラソンコース全線が完全通行止とな
りますので、ご協力をお願いします。



おにごっこでふれあい

書き初めに挑戦
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の

糸

に
一
番
力
の
こ
も
っ
て
い

る
手
は

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

今
月
の
目
標
を

と
し
ま
す
。

地
域
の
支
援
と
し
ま
し
て
は
、
ひ

と
声
の
活
動
を
今
後
も
続
け
ま
す
。

ご
家
庭
に
あ
っ
て
は
、
安
ら
ぎ
の

あ
る
温
か
い
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
、

地
域
を
あ
げ
て
、
大
人
は
子
ど
も
の

応
援
団
に
な
っ
て
、
共
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

教
育
長
さ
ん
の
思
い
を
綴
っ
た
通

信
に

火
打
ち
石

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
に
、

凧
の
糸

と
い
う
一

節
が
あ
り
ま
し
た
。

結
論
は

凧
に
は
糸
と
い
う
束
縛

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ

そ
、
青
空
を
高
く
飛
ぶ
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
と
言
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で

凧

と

糸

を
考
え

る
時
、
大
変
失
礼
な
た
と
え
に
な
り

ま
す
が
、
前
者
は
子
ど
も
で
あ
り
、

後
者
は
大
人
で
あ
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
大
空
を
舞
う
主
役
は
も
ち
ろ

ん

凧

で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

で
す
。
た
だ
、
そ
の
後
ろ
に
は
、
確

か
な
糸
さ
ば
き
の
で
き
る「
大
人
」が

控
え
て
い
る
の
で
す
。

地
域
の
大
勢
の
方
々
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
元
気
よ
く
学
び
、
遊
ぶ

子
ど
も
た
ち
の
生
活
に
誰
も
が
期
待

を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ

・
二
月
四
日

校
内
マ
ラ
ソ
ン

全
校
児
童
四
十
名
が
、
海
岸
の
道

路
で
、
一
・
五

と
二

の
ど
ち
ら

か
を
自
分
で
選
択
し
て
走
り
ま
す
。

・
二
月
六
日

租
税
（
教
室
）
学
習
会

洲
本
税
務
署
か
ら
講
師
を
迎
え
、

納
税
の
義
務
や
、
そ
の
使
わ
れ
方
な

ど
の
話
を
聞
き
ま
す
。

・
一
月
三
十
一
日

学
習
発
表
会

日
ご
ろ
の
学
び
の
成
果
を
保
護
者
、

地
域
の
方
々
み
ん
な
の
前
で
披
露
し

ま
す
。

・
一
月
二
十
六
日

自
然
学
校
に
出
発

淡
路
島
で
は
経
験
の
少
な
い
雪
山

体
験
に
、
五
年
生
が
五
泊
六
日
で
挑

み
ま
す
。
場
所
は
村
岡
町
の
兎
和
野

高
原
野
外
教
育
セ
ン
タ
ー
で
す
。

・
二
月
四
日

入
学
説
明
会

年
度
が
わ
り
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
新
入
生
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

入
学
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

・
二
月
十
八
日

授
業
参
観

平
成
十
五
年
度
最
終
の
参
観
日
に

な
り
ま
す
。

・

避
難
訓
練

防
災
（
避
難
）
訓
練
は
災
害
の
種

別
や
程
度
に
よ
っ
て
、
対
応
も
変

わ
っ
て
き
ま
す
。

今
回
は
予
告
な
し
で
、
一
、
二
学

期
に
学
ん
だ
結
果
を
試
し
て
み
る
機

会
に
な
り
ま
す
。

・
書
き
初
め
大
会

始
業
式
の
日
に
、
緊
張
し
た
雰
囲

気
の
中
で
一
生
懸
命
で
し
た
。

い
よ
い
よ
追
い
込
み
の
時
期
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
三
年
生
は
進
路

も
気
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
み
ん

な
全
力
投
球
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

・
二
月
二
十
五
日

観
劇
会

南
淡
中
学
、
沼
島
中
学
合
同
で
、

国
語
の
教
材
に
も
な
っ
て
い
る

走

れ
メ
ロ
ス

を
舞
台
劇
で
鑑
賞
し
ま

す
。
地
域
の
方
々
も
関
心
の
あ
る
方

は
参
観
く
だ
さ
い
。昔

の
あ
そ
び

百
人
一
首
や
、
こ
ま
ま
わ
し
で
、

昔
を
語
り
、
今
の
生
活
と
の
違
い
を

話
し
合
い
ま
す
。

凧
づ
く
り
・
凧
あ
げ
大
会

冷
た
い
風
に
負
け
な
い
で
、
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

料
理
教
室

子
ど
も
た
ち
の
興
味
・
関
心
を
刺

激
し
、

地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば

さ
ん

大
奮
闘
で
す
。

・
第
二
土
曜

あ
そ
び
体
験

小
学
校
運
動
場
で
、
老
人
会
の

方
々
と
お
に
ご
っ
こ
、
こ
ま
ま
わ
し
、

リ
ン
グ
こ
ろ
が
し
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
ま
し
た
。

・
第
三
土
曜

料
理
教
室

餅
つ
き
で
す
。
後
は
雑
煮
に
な
る

か
、
ぜ
ん
ざ
い
に
な
る
か
。
楽
し
み

な
教
室
で
す
。

・
第
四
土
曜

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
教
室

二
月
二
十
八
日
の
う
ず
し
お
マ
ラ

ソ
ン
前
夜
祭
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
出

演
に
向
け
て
、
や
る
気
満
々
で
す
。

・

か
る
た
会
（
百
人
一
首
）

正
月
気
分
で
、

あ
ま
の
原

ふ

り
さ
け
み
れ
ば
・
・
・

（
文
責
、
榎
本
）



（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

嫁ヶ渕遺跡（賀集）

農業振興地域整備計画の変更（見直し）に伴う

南あわじ市として、平成 年 月に新しい
時代を迎える三原郡は、古代淡路国を統括し
た国府が置かれた歴史的に非常に興味深い地
域です。
今回は、ふるさと みはら の主な遺跡（賀
集立川瀬 嫁ヶ渕遺跡 ほか）に関する展示
をします。
期 間 月 日（火） 日（日）

場 所

町立図書館

階展示室

問い合わせ
町立図書館
（ ）

除外の要件

申し出受付期間
申し出受付場所

こ
の
ほ
ど
、
沖
俊
作
様
か
ら
二

十
万
円
、
沖
と
き
様
か
ら
十
万
円

の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
善
意
銀
行
へ
平
成
の

ほ

て
い
さ
ん

護
国
寺
様
か
ら
バ
ザ
ー

の
収
益
金
二
万
千
四
百
円
、
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
三
原
第
一
団
様
か
ら
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
収
益
金
二
万
千

四
百
十
八
円
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
南
淡
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

賀
集
地
区

神
田
年
美

北
阿
万
地
区

坂
本
勝
利
、
松
井

茂
、
豊
田
譲
二
、
太
田
敏
江
、
三
谷

啓
市
、
橋
本
行
雄
、
仲
山
治
美
、
中

山
真
希
、
坂
本

優
、

田
広
士
、

西
山
て
る
子
、
中
野
秀
男
、

田
登

司
子
、
武
岡
正
浩
、
三
谷
祐
司
、
稲

山
英
雄
、
村
上
雅
宏
、
前
川
英
嗣
、

島
田
ゆ
か
り
、
浜
田
光
雄
、
柏
尾
和

正
、
柏
尾
恭
子
、
富
田
寿
美
、
武
田

憲
人
、
田
村
秀
子
、
林
幸
代
、
長
尾

千
恵
、
豊
田
久
美
、
吉
見
新
治

潮
美
台
地
区

濱
本
亜
子

阿
万
地
区

北
本
修
治
、
坂
部
信

行
、
岡
本
育
大
、
北
本
之
英
、
江
本

よ
し
み
、
池
本

健

田



堂々と行進する消防団員の皆さん

盛
り
上
が
っ
た
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム

開所した筒井駐在所

旬のおいしいものを求めて大勢訪れました

一
月
十
五
日
、
三
原
警
察
署
筒
井

駐
在
所
の
開
所
式
が
、
筒
井
の
現
地

で
関
係
者
十
五
名
が
出
席
し
行
わ
れ

ま
し
た
。

同
駐
在
所
は
今
か
ら
約
百
年
前
に

設
置
さ
れ
、
大
正
九
年
、
昭
和
四
十

六
年
と
移
転
し
ま
し
た
。
三
度
目
と

な
る
今
回
の
移
転
は
、
同
署
の
老
朽

化
に
よ
る
も
の
で
、
昨
年
八
月
か
ら

移
転
新
築
工
事
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

所
在
地
は
、
阿
万
バ
イ
パ
ス
の
筒
井

側

字
路
交
差
点
付
近
で
す
。

木
造
二
階
建
て

瓦
葺
き

延
べ
面
積

九
一
・
九

駐
車
ス
ペ
ー
ス
（
三
台
分
）

工
費

千
六
百
二
十
七
万
円

一
月
一
日
、
新
年
登
山
が
実
施
さ

れ
、
町
内
か
ら
老
若
男
女
約
二
百
名

が
諭
鶴
羽
山
へ
登
り
ま
し
た
。

新
年
の
す
が
す
が
し
い
空
気
を
吸

い
な
が
ら
、
参
加
者
は
賀
集
牛
内
ダ

ム
登
り
口
か
ら
と
、
黒
岩
の
古
道
か

ら
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
山
頂
を

目
指
し
ま
し
た
。

そ
の
日
は
新
春
登
山
を
祝
福
す
る

か
の
よ
う
に
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
で
、
み

ん
な
さ
わ
や
か
な
汗
を
か
き
ま
し
た
。

山
頂
で
は
、
も
ち
寄
っ
た
お
餅
を

焼
き
、
ぜ
ん
ざ
い
に
入
れ
て
、
お
い

し
そ
う
に
食
べ
た
り
、
ゲ
ー
ム
大
会

で
ふ
れ
あ
っ
た
り
し
て
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

一
月
四
日
、
緑
町
で
郡
内
消
防
団

員
千
五
十
人
が
参
加
し
、
三
原
郡
四

町
消
防
団
合
同
初
出
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

青
く
晴
れ
た
空
の
下
、
各
分
団
員

は
堂
々
と
行
進
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
幹
部
・
新
入
団
員
の

辞
令
交
付
や
表
彰
状
・
感
謝
状
の
授

与
、
器
具
点
検
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

百
八
十
五
名
の
新
入
団
員
を
迎
え

て
、
消
防
活
動
の
誓
い
を
新
た
に
、

き
び
き
び
と
し
た
動
き
で
初
出
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

月 日、 きたあま玉葱選果場（筒井）隣の敷地で 産
直なんだん市 が開催されました。これは地産地消の取組
みとしてこのたびより始まり、今後は毎月 日と 日に開
催される予定です（ただし 月は休み）。
午後 時の販売開始前から、新鮮な旬の農水産物を求め
て大勢の皆さんが店舗テント前に並びました。そして、開
店すると来場者は商品をそれぞれ手に取り、じっくり選ん
でから買い物か
ごに入れていま
した。
また、ちびっ
子にはカラフル
な風船が、買い
物をされた方に
はポン菓子が配
られ、思いがけ
ないプレゼント
にみんなニコニ
コ顔でした。

前列左から東良副団長、原団長、森町長、
川本副団長（教官）
後列左から中島賀集地区団長、高見阿万地区
団長、堀越福良地区団長、伊藤沼島地区団長、
山本北阿万地区団長、飯田灘地区団長



鶴澤師匠の三味線に合わせ、熱い語りを披露

うれしいプレゼントに大喜び

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
る

江
本
さ
ん（
左
）と
久
留
米
さ
ん（
右
）

に
っ
こ
り
笑
っ
て
、
ハ
イ
チ
ー
ズ

歌
も
ダ
ン
ス
も
ノ
リ
ノ
リ

、

ー

南
淡
町
で
は
二
百
二
十
一
名
が
新

成
人
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

一
月
十
一
日
、
南
淡
路
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
で
行
な
わ
れ
た
平
成
十
六
年

南
淡
町
成
人
式
に
は
、
百
八
十
六
名

が
集
い
ま
し
た
。

式
典
で
、
森
町
長
は

来
る
べ
き

南
あ
わ
じ
市
を
ど
う
い
う
都
市
に
し

て
い
く
か
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
皆
さ
ん
方
の
斬
新
な
意
見
を
い
た

だ
き
た
い
。

そ
し
て
百
年
、
二
百
年
先
を
見
据

え
て
、
若
者
が
輝
く
ま
ち
を
創
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
を
育
ん
で

く
れ
た
淡
路
島
、
す
ば
ら
し
い
淡
路

島
を
後
世
へ
残
し
て
い
く
た
め
に
、

こ
こ
ろ
豊
か
で
た
く
ま
し
い
大
人
に

な
っ
て
く
だ
さ
い

と
激
励
さ
れ
ま

し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
、
長
船
吉
博
町

議
会
議
長
か
ら
は

ビ
ー
ア
ン
ビ

シ
ャ
ス
（
旅
立
つ
人
、
勇
者
で
あ
れ
）。

自
信
と
勇
気
を
持
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い

と
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

れ
を
受
け
て
、
新
成
人
を
代
表

し
て
江
本
暁
宣
さ
ん
と
久
留
米
桃
子

さ
ん
が

今
改
め
て
成
人
と
し
て
の

実
感
と
使
命
感
を
か
み
し
め
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
こ
ま
で
育

て
て
く
だ
さ
っ
た
両
親
や
学
校
の
先

生
方
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

私
た
ち
は
、
自
ら
が
求
め
れ
ば
大

概
の
物
が
手
に
入
る
時
代
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
自
分
は
何
を
す

べ
き
か
を
各
個
人
が
真
剣
に
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
す
。

と
力
強
く
誓
い
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
う
ず
し
お
混
声
合
唱

団
・
う
ず
し
お
少
年
少
女
合
唱
団
に

よ
る
国
歌
・
町
歌
の
斉
唱
や
、
成
人

式
実
行
委
員
会
制
作
に
よ
る
自
主
映

画
の
上
映
が
行
わ
れ
、
式
典
に
華
を

添
え
ま
し
た
。

ま
た
、
は
た
ち
の
集
い
で
は
、
カ

ラ
オ
ケ
紅
白
歌
合
戦
、
十
年
後
の
自

分
や
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
あ
て

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
に
入
れ
一
月
十
八
日
、
図
書

館
中
庭
へ
埋
設
。

人
間
国
宝
鶴
澤
友
路
師
匠
の
一
門

が
浄
瑠
璃
語
り
と
三
味
線
を
披
露
す

る

友
路
会

新
年
語
り
初
め

が
、

一
月
五
日
海
上
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、

島
内
外
か
ら
太
夫
と
三
味
線
の
ペ
ア

二
十
組
が
出
演
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
出
演
者
ら
は
淡
路
人
形

座
員
の
三
味
線
に
合
わ
せ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
数
十
分
の
外
題
を
情
感
を
込
め

て
語
り
、
時
に
は
目
を
閉
じ
て
、
物

語
の
悲
哀
を
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
後
半
に
は
二
度
、
友
路
師

匠
が
出
演
さ
れ
、
見
事
な
三
味
線
を

披
露
し
、
同
会
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

三
原
郡
小
規
模
作
業
所
き
ら
ら

（
障
害
者
小
規
模
通
所
施
設
）
に
昨

年
の
十
二
月
二
十
四
日
、
イ
オ
ン
株

式
会
社
ジ
ャ
ス
コ
南
淡
路
店
よ
り
、

う
れ
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。

空
気
清
浄
器
や
ミ
ニ
コ
ン
ポ
な
ど

の
品
物
が
、
ジ
ャ
ス
コ
南
淡
路
店
の

高
田
店
長
か
ら
通
所
者
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

イ
オ
ン
株
式
会
社
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
基
金
よ
り
、
こ
れ
か
ら
毎
年

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
れ
ば

と
高
田
店

長
は
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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（
福
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）
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取
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沼
島
小
学
校

四
年

山

田

麻

央

タ
ン
カ
を
受
け
取
る
森
町
内
会
長
（
福
良
）

私
の
家
は
、
愛
犬
も
ふ
く
め
て
五

人
家
族
で
す
。

と
っ
て
も
や
さ
し
い
お
父
さ
ん
に
、

料
理
が
と
っ
て
も
上
手
な
お
母
さ
ん

に
、
思
い
や
り
の
あ
る
カ
ッ
コ
イ
イ

お
兄
ち
ゃ
ん
に
、
私
の
大
好
き
な
犬
、

ラ
ッ
キ
ー
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も

い
る
け
ど
、
い
っ
し
ょ
に
は
住
ん
で

い
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
も
、
と
っ
て
も
や
さ
し
い
で
す
。

私
に
は
、
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
も

い
ま
す
。
友
だ
ち
と
遊
ん
で
い
る
と

と
て
も
楽
し
い
で
す
。
で
も
時
々
、

い
や
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
け
ん
か

を
し
た
り
、
言
い
合
い
を
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、

い
つ
も
助
け
て
く
れ
る
の
が
、
家
族

で
す
。

私
が
、
お
母
さ
ん
に
、

今
日
、こ
ん
な
悲
し
い
こ
と
が
あ
っ

て
ん
。

と
言
う
と
、
す
ぐ
と
な
り

に
来
て
く
れ
て
、
話
を
聞
い
て
く
れ

ま
す
。
そ
れ
と
反
対
で
、
楽
し
か
っ

た
事
や
う
れ
し
か
っ
た
事
が
あ
っ
た

り
し
た
ら
楽
し
そ
う
に
聞
い
て
く
れ

ま
す
。
私
が
自
転
車
の
練
習
を
し
よ

う
と
す
る
と
、
何
も
言
わ
ず
に
後
ろ

を
持
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
今

は
、
簡
単
に
自
転
車
に
乗
っ
て
、
友

だ
ち
と
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
、
い
つ
も
お
い
し
い

魚
を
釣
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。
だ
け

ど
時
々
、
こ
わ
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。

お
兄
ち
ゃ
ん
は
、
と
に
か
く
本
当

に
、
思
い
や
り
が
あ
る
人
で
す
。
私

が
病
気
に
な
っ
た
と
き
と
か
は
、

麻
央
、大
丈
夫
か
？
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ

ト
飲
む
か
？

と
気
を
つ
か
っ
て
く

れ
ま
す
。
そ
ん
な
お
兄
ち
ゃ
ん
が
大

好
き
で
す
。

最
後
に
、
い
つ
も
私
を
は
げ
ま
し

て
く
れ
る
愛
犬
ラ
ッ
キ
ー
で
す
。

ラ
ッ
キ
ー
は
、
い
つ
も
私
が
学
校
へ

行
く
と
き
や
友
だ
ち
と
遊
び
に
行
く

と
き
に
、

が
ん
ば
っ
て
行
っ
て
お

い
で
。

と
言
っ
て
い
る
み
た
い
に
、

私
を
見
送
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
反

対
で
私
が
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
、

力
い
っ
ぱ
い
し
っ
ぽ
を
ふ
っ
て
、
お

か
え
り
。
ど
う
や
っ
た
。

と
言
っ

て
い
る
み
た
い
に
、
出
む
か
え
て
く

れ
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
、
家
族
っ
て
い
い
な
ぁ
。

冠

句

樫
本

靜
楽

サ

エ

東
良

峰
月

冠

句

古
川
と
く
子

メ
オ
ト

以
頭

芙
蓉

冠

句

下
野

楽
遊

ア

イ

瀬
川

泰
周

冠

句

亀
渕

眞
理

テ

サ

和
田

千
成

冠

句

阿
部

雨
滴

冠

句

欅
田

掬
水

サ

エ

西
田

翆
月

ア

イ

前
池

清
泉

冠

句

宮
口

胡
蝶

確定申告相談（洲本税務署職員）
月日
時間
場所
確定申告 住民税申告相談（税務課職員）
月日
時間
場所

洲本税務署（ ） 役場税務課（ ）



南
淡
中
学
校
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年
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木

靖

子

南
淡
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学
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三
年

桜
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靖

子

南
淡
中
学
校

三
年

桜

木

靖

子

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
た
く
さ
ん

の
税
金
が
あ
り
ま
す
。
と
言
わ
れ
て

も
、
税
金
が
ど
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ

て
い
る
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
人

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
何
の
た
め
に

税
金
は
必
要
な
の
か
、
仕
組
み
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
な
ん
て
、
た
い

て
い
の
人
は
わ
か
り
に
く
い
と
思
い

ま
す
。
私
も
あ
ま
り
よ
く
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
知
っ
て
い
る
税
金
と
い

え
ば
、
消
費
税
、
タ
バ
コ
税
と
数
え

ら
れ
る
ほ
ど
し
か
知
り
ま
せ
ん
。
税

金
に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
り
、

誰
が
ど
ん
な
方
法
で
、
ど
こ
に
納
め

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
そ

の
納
め
た
税
金
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
ど
ん
な
形
で
か
か
わ
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
税
に
は
国
税
と
地
方
税
が

あ
り
、
ど
こ
に
納
め
る
か
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
。
ほ
か
に
は
、
直
接
税
、

間
接
税
、
こ
れ
は
納
め
方
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
。
国
税
の
直
接
税
は
、
法

人
税
、
贈
与
税
な
ど
で
、
間
接
税
は
、

消
費
税
や
酒
税
、
関
税
、
タ
バ
コ
税

な
ど
で
す
。
地
方
税
は
、
県
税
と
市

町
村
税
に
わ
か
れ
て
い
て
、
事
業
税

や
自
動
車
税
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

で
は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
税
は
使

わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え

ば
、
新
し
い
学
校
を
建
て
た
り
、
図

書
室
や
パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
な
ど
の
教

育
施
設
を
充
実
し
た
り
、
教
科
書
を

無
料
で
配
布
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
通
信
衛
星
や
気
象
衛

星
を
打
ち
上
げ
た
り
、
科
学
技
術
の

発
展
の
た
め
に
も
力
を
注
い
で
い
ま

す
。
社
会
保
障
の
充
実
の
た
め
に
、

病
気
を
し
た
り
、
け
が
を
し
た
時
に

安
い
費
用
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
も
税
金

で
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
、
人
々
の
命
を
守
る
人
た
ち
、

そ
う
、
警
察
や
消
防
な
ど
の
公
費
負

担
も
税
金
で
す
。
さ
ら
に
、
一
番
大

切
な
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
、
道
路
や
橋
で
す
。
ま

た
、
公
園
や
上
下
水
道
な
ど
な
ど
、

社
会
資
本
を
整
備
し
た
り
、
各
家
庭

か
ら
出
る
、
ご
み
や
産
業
廃
棄
物
を

処
理
し
た
り
す
る
た
め
の
、
市
町
村

の
ご
み
処
理
費
用
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
自
然
を
守
り
、
私
た
ち
の
生
活

環
境
を
よ
り
良
く
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
そ
し
て
消
費
税
で
す
。

今
、
日
本
は
長
寿
国
と
い
わ
れ
、
平

均
寿
命
が
長
く
な
り
、
お
年
寄
り
の

人
口
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
年
金
、
医
療
、
介
護
な
ど

の
社
会
費
用
の
増
加
が
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
も
近
い
将
来
の
働
き

手
と
な
る
子
供
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て

き
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ

の
ま
ま
で
は
負
担
は
現
在
よ
り
も
は

る
か
に
重
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

高
齢
化
や
少
子
化
が
進
ん
で
く
る
と
、

国
民
の
負
担
は
大
き
く
な
る
の
で
す
。

憲
法
第
三
十
条
で
は
、

国
民
は
、

法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
納

税
の
義
務
を
負
う

と
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
税
金
を
納
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
教
育
や
安
全
、
社
会
保
障
、

生
活
環
境
を
よ
り
良
く
し
て
も
ら
っ

て
い
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、
税
金
を

納
め
る
こ
と
は
す
ご
く
大
切
な
こ
と

だ
し
、
国
民
と
し
て
最
も
基
本
的
な

義
務
だ
と
私
は
思
い
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
税
金
を
納
め
て
い
る
私
た
ち
が
、

税
金
の
こ
と
を
正
し
く
理
解
し
て
、

正
し
く
税
金
を
扱
う
こ
と
が
一
番
大

切
で
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

野
菜
や
果
樹
を
作
付
け
さ
れ
て
い

る
農
家
の
方
や
自
営
業
の
方
な
ど
は
、

申
告
書
に

収
支
内
訳
書

の
添
付

が
必
要
で
す
。
収
入
金
額
や
必
要
経

費
が
分
か
る
書
類
な
ど
を
整
理
し
て
、

申
告
相
談
ま
で
に
必
ず
収
支
内
訳
書

を
作
成
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
出
荷
伝
票
や
領
収
書
な
ど
の
関

係
書
類
は
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

免
税
牛
の
申
告
も
収
支
計
算
が
必

要
で
す
。
牛
を
有
す
る
方
は
収
支
内

訳
書
と
と
も
に

牛
台
帳

を
作
成

し
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
は
、
ご
自
分
の
所
得

金
額
や
納
税
額
を
申
告
す
る
重
要
な

書
類
で
す
か
ら
、
帳
簿
な
ど
に
基
づ

き
ご
自
分
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

書
き
上
げ
た
申
告
書
は
郵
送
で
も
税

務
署
へ
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
十
五
年
中
に
納
め
た
国
民
年

金
保
険
料
・
健
康
保
険
料
（
税
）
・

介
護
保
険
料
は
、
所
得
申
告
の
時
に
、

社
会
保
険
料
と
し
て
所
得
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
税

額
や
介
護
保
険
料
は
税
務
課
で
確
認

で
き
ま
す
が
、
国
民
年
金
保
険
料
や

任
意
継
続
の
健
康
保
険
料
は
、
税
務

課
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
申

告
相
談
の
時
に
は
領
収
書
な
ど
納
付

額
を
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

昨
年
、
税
務
協
力
委
員
さ
ん
か
ら

申
告
用
紙
を
配
布
し
て
い
た
だ
い
た

方
へ
は
、
今
年
は
今
月
十
日
頃
ま
で

に
、

平
成
十
六
年
度
町
民
税
・
県

民
税
申
告
書

関
係
用
紙
を
郵
送
し

ま
す
。



体
調
が
悪
か
っ
た
り
、
熱
が
あ
る

よ
う
に
感
じ
た
り
す
る
と
、
私
た
ち

は
ま
ず

か
ぜ

を
疑
い
ま
す
。
か

ぜ
は
一
年
間
に
三

四
回
か
か
る
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
、
一
般
的
な
病
気
で

す
。か

ぜ
の
症
状
は
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス

な
ど
が
体
に
侵
入
し
、
そ
の
部
位
が

炎
症
を
起
こ
す
こ
と
で
現
れ
ま
す
。

感
染
者
の
咳
や
く
し
ゃ
み
で
飛
び

散
っ
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
ん
だ
り
、

ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
た
手
を
経
由
し

て
口
や
粘
膜
か
ら
感
染
し
ま
す
。

か
ぜ
を
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
に
は
非

常
に
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
り
、
特

に
人
の
多
い
と
こ
ろ
な
ど
絶
え
ず
私

た
ち
の
周
囲
の
空
中
に
浮
遊
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
の
口
や
の
ど

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
細
菌
や
病
気
の
原

因
と
な
る
微
生
物
が
住
み
着
い
て
い

ま
す
。
体
全
体
の
調
子
が
い
い
と
き

に
は
、
そ
れ
ら
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
す

る
抗
体
が
働
く
た
め
、
ウ
イ
ル
ス
が

入
っ
て
き
て
も
発
病
し
ま
せ
ん
が
、

体
の
免
疫
体
が
弱
っ
て
い
る
時
に
ウ

イ
ル
ス
が
入
っ
て
く
る
と
鼻
や
の
ど

の
粘
膜
が
炎
症
を
起
こ
し
、
く
し
ゃ

み
・
鼻
水
・
の
ど
の
痛
み
な
ど
の
症

状
が
出
て
く
る
の
で
す
。
ま
た
、
冬

に
か
ぜ
が
多
い
の
は
、
寒
さ
と
乾
燥

し
た
空
気
に
よ
っ
て
粘
膜
や
全
身
の

抵
抗
力
が
落
ち
て
い
る
た
め
で
す
。

か
ぜ
は
長
く
て
も
三
日

一
週
間

で
治
る
こ
と
が
多
く
、
こ
じ
れ
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
昔
か
ら

か
ぜ
は
万
病
の
も
と

と
い
わ
れ
て
お
り
、
か
ぜ
を
こ
じ
ら

せ
る
と
持
病
が
悪
化
し
た
り
、
肺
炎

に
か
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
か
ぜ
は
こ
じ
ら
せ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。

か
ぜ
か
な
？

と
思
っ
た
ら
、

無
理
を
せ
ず
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

熱
が
な
け
れ
ば
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た

り
入
浴
を
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、

長
時
間
入
浴
し
て
い
る
と
体
力
を
消

耗
す
る
の
で
、
あ
く
ま
で
体
を
清
潔

に
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
く
だ
さ

い
。
日
頃
か
ら
か
ぜ
の
流
行
時
に
は
、

人
込
み
を
避
け
る
、
帰
宅
時
の
う
が

い
・
手
洗
い
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
か
ぜ
が
こ
じ
れ
て
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
移
行
す
る
と
思
っ
て
い

る
人
は
意
外
に
多
い
よ
う
で
す
が
、

か
ぜ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ま
っ
た

く
違
う
病
気
で
す
。
ま
た
、
新
型
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
重
症
急
性
呼
吸
器
症

候
群
（

）
も
、
寒
さ
と
と

も
に
活
発
化
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
病
気
の
原

因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
は
違
い
ま
す
が
、

感
染
の
仕
方
が
似
て
い
る
の
で
予
防

法
も
似
て
い
ま
す
。

か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

す
る
時
期
は
、
い
つ
も
以
上
に
健
康

な
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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国
民
年
金
、
厚
生
年
金
及
び
共
済

組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ
る
公
的
年

金
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
法
上

雑

所
得

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
こ
の

う
ち
、
老
齢
ま
た
は
、
退
職
を
事
由

と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
所
得
税

が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
課
税
に
つ
い
て
は
、
源
泉
徴
収

の
方
法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

老
齢
給
付
の
受
給
者
の
う
ち
、
そ

の
年
に
支
払
い
を
受
け
る
年
金
の
額

が
一
定
額
（
六
十
五
歳
以
上
の
受
給

者
の
場
合
は
、
百
七
十
八
万
円
、
六

十
五
歳
未
満
の
受
給
者
の
場
合
は
、

百
八
万
円
）
以
上
の
者
は
、
支
払
期

ご
と
の
支
給
額
か
ら
公
的
年
金
等
控

除
や
、

公
的
年
金
受
給
者
の
扶
養

親
族
等
申
告
書

に
よ
っ
て
申
告
さ

れ
た
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
等
の

諸
控
除
相
当
の
額
を
控
除
し
た
残
額

に
八
％
（
当
該
申
告
書
を
提
出
さ
れ

て
い
な
い
受
給
者
に
つ
い
て
は
一

％
）
の
税
率
を
乗
じ
た
額
の
所
得

税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。（
障
害
給
付
・
遺
族
給
付
は
、

課
税
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

源
泉
徴
収
は
、
さ
れ
ま
せ
ん
）

ま
た
、
老
齢
を
支
給
事
由
と
す
る

年
金
の
支
給
を
受
け
た
者
全
員
に
、

毎
年
一
月
に

源
泉
徴
収
票

が
送

付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の

源
泉
徴
収
票

は
、
前
年

の
年
金
の
支
払
総
額
、
源
泉
徴
収
税

国
保
税
は
、
み
な
さ
ん
が
病
気
や

ケ
ガ
を
し
た
と
き
の
医
療
費
に
あ
て

る
重
要
な
財
源
と
な
り
ま
す
。
国
保

税
を
納
め
な
い
人
が
い
る
と
、
国
保

の
運
営
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
必
ず
納
期
内
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

万
一
、
保
険
税
を
一
年
以
上
滞
納

し
ま
す
と
、
通
常
の
保
険
証
に
代
え

て

資
格
証
明
書

（

）
を
交

付
し
ま
す
。
ま
た
、
滞
納
が
一
年
未

満
の
場
合
で
も
、
有
効
期
限
の
短
い

保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

国
保
税
の
決
め
か
た

下
表
の
計
算
方
法
を
も
と
に
、
各

市
町
村
ご
と
に
組
み
合
わ
せ
て
算
定

し
ま
す
。

国
保
税
に
つ
い
て
の
注
意

下
表
の
割
合
等
は
、
市
町
村
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。

均
等
割
額
・
平
等
割
額
は
、
所
得

申
告
の
額
が
一
定
以
下
で
あ
る
場
合

は
、
そ
の
額
に
応
じ
て
七
割
又
は
五

割
、
二
割
軽
減
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
）

介
護
分
に
つ
い
て
は
、
国
保
加
入

者
の
四
十
歳

六
十
四
歳
が
対
象
と

額
お
よ
び
控
除
し
た
公
的
年
金
等
控

除
、
扶
養
親
族
等
控
除
な
ど
の
内
容

を
証
明
す
る
書
類
と
し
て
、
確
定
申

告
等
を
す
る
と
き
に
必
要
と
な
る
大

切
な
も
の
で
す
。

も
し
、
紛
失
し
た
り
、
お
手
元
に

届
か
な
か
っ
た
場
合
や
、
送
付
さ
れ

た
源
泉
徴
収
票
を
他
の
目
的
で
使
用

し
、
さ
ら
に
必
要
と
な
っ
た
場
合
等

に
は
、
申
請
が
あ
れ
ば
、
再
交
付
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
最
寄
の
社
会
保

険
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。国

民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す

今
回
、
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除

の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
十
五
年

一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
に
納
め

た
保
険
料
の
合
計
額
で
す
。
本
人
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
生
計
を
同
じ
く

す
る
家
族
の
分
と
し
て
納
め
た
保
険

料
も
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
確
定

申
告
の
と
き
は
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま

し
ょ
う
。
国
民
年
金
基
金
の
掛
金
も

控
除
さ
れ
ま
す
の
で
合
わ
せ
て
申
告

し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、明
石
社
会
保
険
事
務
所（

七
八

九
一
二

四
九
一
六
）
ま

た
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
（

五

二
五
一

）
ま
で

な
り
ま
す
。

納
付
の
義
務
者
は
、
国
保
の
加
入

者
で
あ
る
か
な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

各
世
帯
の
世
帯
主
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
国
保
税
の
対
象
と
な
る
の
は

加
入
者
分
の
み
と
な
り
ま
す
。

年
度
途
中
で
国
保
に
加
入
し
た
り
、

脱
退
し
た
場
合
は
、
そ
の
月
割
り
で

課
税
さ
れ
ま
す
。

資
格
証
明
書

と
は
、
医
療

機
関
等
で
全
額
負
担
い
た
だ
き
、
後

日
、
役
場
住
民
福
祉
課
に
申
請
し
て

七
割
（
一
部
の
方
は
八
割
）
分
の
払

い
戻
し
を
受
け
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。
ま
た
、
そ
の
払
い
戻
し
の
給
付

金
は
、
滞
納
税
に
充
て
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
福
祉
課

（

五

二
五
一

）

医療分】 所得割額（ ） ％

資産割額（ ） ％

均等割額（ ） 人当り 円

平等割額（ ） 世帯当り 円

保険税医療分の限度額（上記の合計の限度額）は、 円

【介護分】 所得割額（ ） ％

資産割額（ ） ％

均等割額（ ） 人当り 円

平等割額（ ） 世帯当り 円

保険税介護分の限度額（上記の合計の限度額）は、 円

説明

所得割額……所得に応じて計算

資産割額……土地・家屋にかかる固定資産税額に応じて計算

均等割額……加入者数に応じて計算

平等割額…… 世帯にかかる額
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町
の
人
口
・
世
帯

出 生）

死 亡）

りゅうと

さき な

そ ら

り な

ふう か

そう た

ゆう と

くれ は

とう じ

あや り

ゆう た

のどか

らいお

りょうた

かな た

ゆう や

きょう や

出 生）

死 亡）

りゅうと

さき な

そ ら

り な

ふう か

そう た
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月 日 月 日受付分（敬称略）
この欄に載せて欲しくない方は、届け
出のときに窓口へお申し出ください。



月・日曜日 内 容 時 間 場 所月・日日曜日 内 容 時 間 場 所

最低賃金の件名（適用業種） 時間額】

繊維工業、靴下製造業 円 塗料製造業 円

鉄鋼業 円 一般機械器具製造業 円

電気機械器具製造業、情報通信機械器具製造業、電子部品・

デバイス製造業 円 輸送用機械器具製造業

円 計量器・測定器・分析機器・試験機・測量機械器具製造

業 円 各種商品小売業 円 自動車小売業

円


